
                                        （県立高等学校・中学校用） 

玉名高等学校定時制 令和３年度（２０２１年度）学校評価計画表 

 
１ 学校教育目標 
（１）「令和３年度（２０２１年度）県立中学校・高等学校における教育指導の重点」を踏まえ

、本校の三校訓「至誠・剛健・進取」の具現化に努め、徳・体・知の調和がとれた全人教
育をめざす。 

（２）これまで積み上げてきた本校の教育方針に基づき、教職員が一体となって、家庭や地域と 
の連携を深めるとともに、活力ある学校づくりをめざす。 

 

２ 本年度の重点目標 

本年度教育スロ－ガン 「夢実現・未来への挑戦」 

   ～ マナーを身につける ～ 

（１）生徒会を中心に学校行事の充実と生徒の主体的な学校生活への指導・助言 
（２）生徒の職業観の涵養と就業率向上のための個に応じた情報の提供と学力定着の指導 
（３）保護者に対して、進路･保健だよりやＨＰ等を通しての本校教育への理解と協力体制の構築 

 

３ 自己評価総括表 
    評価項目 

評価の観点 具体的目標 具体的方策 評価 成果と課題 
大項目 小項目 
 
学校 
経営 
 

学校の組
織力の向
上 
 
 

学校組織の
円滑な運営
と活性化 
 

共通の課題解決
に向け、職員間
の情報の共有を
図り、連携を密
にする。 

職員会議や各委
員会、職員連絡
会等での情報を
周知徹底する。 

 
 
Ａ 

毎日の職員連絡会で
詳しく情報の共有を
行い、連携した取組
ができた。職員間で
の情報伝達を更に密
にしていく。 

職員研修の
充実 
 

人権教育、生徒
理解(生徒指導・
特別支援)、不祥
事防止等で実施
する。 

総務部で年間計
画を調整し各係
が企画のうえ、
全職員で実施す
る。 

 
 
Ａ 

コロナ禍ではあった
が、年間計画に従っ
て、意義のある研修
ができた。次年度も
生徒理解に力を入れ
課題を見据えた研修
を検討していく。 

安全な学
校づくり 
 

施設の安全
確保 

年間２回、安全
点検表による点
検を実施し、確
認後すぐに危険
箇所を改善する
。 

前期、後期に各
１回、総務部が
企画し、全職員
で実施する。 

 
 
Ａ 

年２回の安全点検を
全職員で実施し、危
険箇所を把握・改善
することができた。 

緊急時の安
全確保と緊
急事態対応
の徹底 
 

危機管理マニュ
アルの周知徹底
と安全意識の向
上に取り組む。 

救急救命講習や
防災・防消火訓
練等を総務部が
企画し、全職員
・生徒で実施す
る。 

 
 
Ａ 

職員で救急救命講習
と防災講習は年２回
実施し、職員・生徒
共にまじめに取り組
んだ。来年度は消防
署からの派遣をお願
いしたい。 

業務改善
・働き方
改革 
 

生徒と向き
合う時間の
確保のため
の工夫 

校務の精選等に
より、職員の時間
外勤務時間を縮
減する。 
また、職員の担
当する校務の平
準化を図り、職
員の負担感を軽
減する。 

衛生委員会にお
いて、職員の時間
外勤務の情報共
有を行い、運営委
員会等で校務改
善等を検討する。 
校務分掌の見直
しや校務の負担
の多い職員への
支援を全職員で
行う。 

 
 
 
Ａ 

衛生委員会において
、「玉名高校・玉名
高校附属中学校、働
き方改革宣言」を策
定し、職員の意識改
革及び協力体制の整
備に取り組んだ。校
務については校務分
掌の見直しの検討を
行い、業務の平準化
を図った。しかし校
務の平準化は完全に
は達成できておらず
、次年度以降の課題
である。 

 授業の充 学習内容の 年間指導計画の 年間指導計画をP  年度当初より導入さ



学力  
向上 
 

実 
 
 
 

充実 完成度を高め新
教育課程に繋げ
る。ＩＣＴ機器
を活用した授業
を推進するため
の環境整備を行
う。 

DCAサイクルで見
直すとともに、
教科ごとに活用
事例を提出し、
全職員で共有す
る。 
 

 
 
Ａ 

れたＩＣＴ機器の活
用に積極的に取り組
み着実な成果をあげ
た。教科ごとに年間
指導計画に即した「
指導と評価の計画」
を作成し、次年度に
備えている。 

公開授業・
研究授業の
実施 

「わかる授業」
と「主体的・対
話的で深い学び
」の実現のため
にＩＣＴ機器の
活用を含めた授
業改善に努める
。 

公開授業や研究
授業を積極的に
行い、互いの指
導助言や意見交
換を通じ、授業
改善に取り組む
。 

 
 
 
Ａ 

11月の公開授業週間
の他、ＩＣＴ活用授
業やオンライン公開
授業等にも取り組ん
だ。授業改善を目指
した合評会や意見交
換会等で職員間の情
報への共有意識が高
まった。 

授業評価の
実施 

「わかる授業」
の推進やＩＣＴ
機器の活用を評
価・検証し、学
習内容の充実を
図る。 

生徒アンケート
や職員間の意見
交換をふまえて
、授業や年間計
画の検証・分析
を深める。 

 
 
 
 
Ａ 

９月と１～２月に前
期・後期の授業評価
アンケートを生徒に
実施した。アンケー
ト結果は教科ごとに
グラフで確認でき、
評価結果をふまえて
、さらなる授業の改
善に努め、次年度に
繋げていく。 

個に応じ
た学習指
導 

きめ細かな
指導の充実 

ＩＴＣ機器の活
用を通して、授
業における生徒
の到達度を把握
し、個別最適化
された学びの実
現に向けた指導
方法の工夫・改
善に取り組む。 

教科担当者が学
期ごとに指導状
況を見直し、生
徒各自の目標達
成に向けて、工
夫する。 

 
 
 
Ａ 

ＩＣＴ機器の活用及
び生徒の特性を理解
する会議を年に複数
回実施することで、
生徒の特性に応じた
教授方法について工
夫・改善に努めた。 

キャリ
ア教育 
(進路 
指導) 

進路意識
の高揚 
 
 
 

進路目標設
定の取組 

玉名公共職業安
定所と連携し、
情報の入手およ
び提供により４
年次生の１００
％進路先決定を
目指す。 

進路指導部が企
画し、担任を中
心に全職員で取
り組む。キャリ
アパスポートの
活用として特別
活動における感
想文をまとめる
。 

 
 
 
 
B 
 

玉名公共職業安定所
と連携するとともに
、求人票などの進路
情報を４年次担任と
協力し生徒・保護者
へ提供できた。進路
未定者の進路先確保
に向けたサポートを
継続したい。 

個別面談等を通
して、就業を促
し、生徒の就業
率６０％以上を
目指す。 

進路指導部が企
画し、全職員で
取り組む。 

 
 
 
Ａ 
 

毎月末の就業調査を
行い、また集会時に
おいて就業の大切さ
を講話で述べてきた
。今年度は６割以上
を継続できている。 

個別学習会「玉
定チャレンジ」
を通して基礎学
力の向上及び 
進学指導を行う
。また、各種資
格の取得を促し
、卒業時に履歴
書に書ける資格
が１つあるよう
に指導する。 

進路指導部及び
教科担当者が企
画し、対象生徒
の指導に取り組
む。 

 
 
 
Ａ 
 

年間４期に分けて受
講を募集し、基礎学
力（英・数）向上お
よび資格取得と公務
員受験に向けた課外
を実施できている。
検定を受検し、生徒
の学力保証に対応す
ることができている
。 

キャリア教
育の推進 

就職希望者で就
業未経験の生徒

進路指導部が企
画し、全職員で

 
 

コロナ禍ではあった
が、春に募集をした



には、集会時や
インターンシッ
プの案内を通じ
て就業への意識
付けを行う。ま
た、進学希望者
には、オープン
キャンパスへの
参加を促す。 

取り組む。  
 
 
 
 
Ａ 
 
 
 

インターンシップ事
業は、秋に実施でき
た。事前指導の成果
もあり、事業所から
高評価を得て就業（
アルバイト）に繋が
った。進学希望者に
も、オープンキャン
パス参加を促し、体
験型授業を受けるな
どして、大学受験合
格に繋がった。 

就職ガイダンス
（職業講話）や
進路ガイダンス
（卒業生講話）
を実施し、８割
以上の生徒の参
加を促す。 

進路指導部が企
画し、全職員で
取り組む。 

 
 
 
 
 
 
Ａ 
 
 

７月に、県北で経営
者として、また山鹿
灯籠師として活躍さ
れている方に講師を
お願いし 
実施できている。 
また、１０月末には
、令和元年度卒業生
３名に講話をしても
らい実施できている
。当日の参加も両方
８割以上の生徒が出
席し、感想文に役に
立ったと記入した。 

進路ニュースを
年間５回発行し
、新しい進路情
報を主に役立つ
内容を精選し掲
載する。 

進路指導部が企
画し、全職員で
取り組む。 

 
 
 
 
 
Ａ 
 
 

１２月までに４回発
行し、就職について
の基礎知識や進路指
導部主催の行事につ
いて写真を掲載し、
成績送付時に同封し
てもらい発送できて
いる。５回目は学年
末考査後の予定であ
る。 

 
生徒  
指導 
 

心豊かな
人格の育
成 
 
 
 

基本的生活
習慣の育成 

挨拶、時間の厳
守、問題行動の
防止を進める。
  
喫煙等の問題行
動、盗難事案の
発生件数｢０｣を
目標に取り組む
。 

全職員の共通理
解と共通実践で
取り組む。 

 
 
Ｃ 
 

今年度は問題行動が
発生し、特別な指導
を行った。全職員で
協力し、生徒と向き
合い、成長を促した
。生活習慣には課題
が多い。継続して指
導していく。 

交通安全意
識の向上 

登校指導を実施
する。 
交通安全教室を
実施し、交通事
故事案の発生件
数｢０｣を目標に
取り組む。 

生徒指導部が企
画し、全職員で
実施する。 

 
 
Ａ 
 

毎日複数の教職員で
登校指導・下校指導
を実施した。大きな
事故等は今年度起き
ていない。生徒会の
生徒が挨拶に立つこ
ともあり、大切な交
流の場にもなってい
る 

自主自律の
精神の育成 

学校行事に関し
て、生徒が主体
的に取り組める
ように、生徒会
執行部を中心と
して、各種行事
の企画・運営を
充実させる。 

生徒指導部と生
徒会が企画し全
職員・全生徒で
取り組む。新入
生歓迎行事レク
レーション等の
行事の企画を生
徒が主体性を持
って取り組める
ように助言する
。 

 
 
Ａ 
 

様々な行事においい
て、生徒会の生徒が
中心となり、工夫し
、協力しながら充実
した活動を行うこと
ができた。 



人権教
育の推
進 

「命を大
切にする
心を育む
」指導の
充実 
 
 

職員研修の
推進 
 

年間計画を作成
し、全職員で研
修に参加するこ
とで、人権意識
の向上と適切な
対応能力を身に
付ける。 

人権・特別支援
教育委員会が立
案し、全職員で
取り組む。 

 
 
Ａ 

今年度予定される外
部研修について周知
をし、参加を募った
。新型コロナウイル
ス感染症拡大のため
中止やオンラインと
なることがあったが
、研修の機会を得る
ことができた。 

ホームルー
ム活動、教
科指導にお
ける取組の
推進 

ホームルーム活
動、各教科にお
ける人権教育の
取組を策定する
。 

人権・特別支援
教育委員会を中
心に全教科領域
で取り組む。 

 
 
Ｂ 

各クラスごとに担任
を中心に計画案を作
成して実施した。ク
ラス独自のHRがきわ
めて少ない中で、有
意義な時間となった
。 

家庭への啓
発の推進 
 

人権教育委員会
等の案内や定時
制保護者会等に
おける講話で啓
発に努める。 

人権・特別支援
教育委員会を中
心に企画・立案
し学校全体で取
り組む。 

 
 
Ｂ 

ＤＶや児童虐待防止
のチラシ等を保護者
に配布した。 
定時制保護者会に講
師を招き、スマホ依
存の問題についての
講話をしていただい
た。 

指導内容の
工夫と推進 

「命を大切に心
」を育む指導プ
ログラムに基づ
いて指導を実施
する。 

人権・特別支援
教育委員会を中
心に企画・立案
し、学校全体で
取り組む。 

 
 
Ｂ 

人権教育ＨＲで学年
ごとの教材を通して
、クラスや自分自身
を捉え直すきっかけ
とすることができた
。 

いじめ
の防止
等 

いじめ問
題への対
策 
 
 

いじめが起
きないため
の日常的取
組の推進 
 

生徒が互いに思
いやり、認め合
える人間関係を
醸成し、いじめ
を見逃さない体
制作りを推進す
る。 
いじめ事案の発
生件数を「０」
を目標に取り組
む。 

人権・特別支援
教育委員会を中
心に企画し、学
校全体で取り組
む。 
ホームルーム活
動でいじめ問題
について取り上
げる。 
いじめ発見のた
めのアンケート
等を実施する。 

 
 
Ｂ 

日頃の生徒指導を通
じていじめの防止に
努めた。アンケート
によっていじめ事案
の発生を確認した。
関係職員を中心に速
やかに実態把握に務
めた。今後もいじめ
が継続しないよう全
職員で指導を続けて
いく。 

職員の資質
能力の向上 
 

いじめ、カウン
セリング、生徒
理解やネットい
じめ等に関する
校内研修を推進
する。 

人権・特別支援
教育委員会を中
心に、学校全体
で取り組む。 

 
 
Ｂ 

各分掌と連携して生
徒理解研修を２回、
特別支援教育職員研
修を２回、スマホ依
存について研修を１
回実施することがで
きた。 

家庭への啓
発の推進 
 

人権教育講演会
等の案内や定時
制保護者会等に
おける講話で啓
発を進める。 
いじめ発見シー
トの説明を行う
。 

人権・特別支援
教育委員会を中
心に企画し、学
校全体で取り組
む。 

 
 
Ｂ 

定時制保護者会に講
師を招き、スマホ依
存の問題についての
講話をしていただい
た。いじめ発見シー
トは年度内に配付予
定である。 

特別支
援教育 
 

特別な支
援を必要
とする生
徒への適
切な対応 

個々の生徒
の正確な実
態把握と支
援 

支援の必要な生
徒に対して支援
計画、指導計画
を作成し活用す
る。各種研修へ
の参加や校内研
修を推進する。 

教頭、特別支援
教育コーディネ
ーターが中心と
なり、連絡会等
を利用して、生
徒の困り感を持
つ生徒を全職員
で支援する 

 
 
Ｂ 

支援が必要な生徒の
情報を連絡会などを
通してこまめに状況
の共有を行い、特別
支援教育計画立案と
支援ができている 



保健環
境指導 
 

健全な心
身の育成 

心の悩みを
持つ生徒の
把握 

担任や各部と連
携し、面談の機
会を増す。 

保健環境部が企
画し、全職員で
実施する。 

 
Ａ 

面談週間や必要時に
面談が行われている
。 

健康診断後
の治療率向
上 

健診結果を基に
した自己の健康
の保持増進や治
療の促進を行う
。 

保健環境部が企
画し、全職員で
取り組む。 

 
Ａ 

こまめに生徒に連絡
し受診や健康維持に
つながっている。 

啓発活動の
推進 

感染症予防や環
境問題を含む保
健だよりを年５
回発行する。 

心のケアの方法
や生活習慣調査
結果などを盛り
込み定期的に発
行する。 

 
 
Ｂ 

保健だよりは２回し
か発行できていない
が、生徒集会でＩＣ
Ｔを用いて指導した
。 

外部講師に
よる講演会
の実施 

薬物乱用防止教
室（年１回）や
性教育講演会（
年１回）を開催
する。 

保健環境部が企
画し、全職員で
実施する。 

 
 
Ａ 

外部講師、内部講師
などで実施できた。 

環境美化
と環境教
育の推進 

環境美化の
推進 

職員清掃日（毎
週月曜）、定期
清掃日（毎週木
曜）を定める。 

保健環境部が企
画し、全職員・
生徒で実施する
。 

 
 
Ａ 

職員清掃や、生徒清
掃も曜日を決めて実
施できた。 

学校版環境
ＩＳＯへの
取組 

学校版環境ＩＳ
Ｏを周知し、実
践できるように
工夫する。 

保健環境部が企
画し、全職員・
生徒で取り組む
。 
生徒保健委員会
で牛乳パック等
を回収しリサイ
クルに出す 

 
Ａ 

牛修パックリサイク
ルやゴミの分別もで
きている。 

地域連
携(ｺﾐｭﾆ
ﾃｨ･ｽｸｰﾙ
など) 

情報発信 
 
 

情報の発信 学校ＨＰの充実 学校ＨＰの行事
ごとの更新と内
容の充実に取り
組む。 

 
Ａ 

各種行事については
、当日に投稿できて
いる。 

連携の強
化に向け
た取組 
 
 

保護者との
連携 

保護者会（７月
）の内容を工夫
・改善し、出欠
の返答ならびに
参加率を前年度
より向上させる
よう啓発する。 

総務部が企画し
、全職員で取り
組む。 

 
 
Ｃ 

４名（11.４%）の参
加となった。 
(昨年度9名､25.7%)
本会の意義や開催時
期、事前の呼びかけ
について改善してい
きたい。 

地域との連
携 

保護者とともに
思春期の生徒へ
の対応や情報モ
ラル教育等につ
いての研修を実
施する。総合型
コミュニティ・
スクールの活動
をとおして、地
域との連携を深
める。 

総務部、生徒指
導部、情報管理
部が連携して計
画し、７月開催
の定時制保護者
会で実施する。 
 

 
 
Ｂ 

スマホ依存防止アド
バイザーの荒川紀代
子氏による「家庭で
できるデジタル障害
予防法」についての
講演は生徒の現状に
タイムリーな内容で
あった。 

 

４ 学校関係者評価 

・地域連携(連携の強化に向けた取組)で保護者会の参加が低いようです。定時制に通う生徒とい

うのは、家庭の中での課題を抱えた生徒が多いのは想像できます。本人の自立を促すことも重要

ですし、保護者の養育力も重要になるかと思いますので、実施にあたり、更なる工夫が必要かと

思います。 

・生徒のニーズも多様化する中で、多くの項目でＡ評価をつけておられることはすばらしいと思

います。 
・地域連携（保護者との連携）の項目において、C評価である。このコロナ禍による影響も大き
いと考えられるが、学校と保護者との連携、共通理解は、必要不可欠である為、引き続き参加



率の向上に向けて検討頂きたい。 

・定時制は生徒数も少ないので、一人一人の生徒に教師の細やかな関わりができているようで、

評価も高くなっている。大変嬉しく思います。是非、生徒の就学の機会を確保して、自立につな

げてください。 

・定例のものに限らず、必要に応じて、学校見学等を受け入れていただき、ありがたかったです。 

・概ね評価が高いが、問題行動が発生した事は残念です。 

・全体的に A 評価が大部分であり高く評価したい 
・一部に問題があったとしても、概ね生徒・保護者・職員の間で意欲的な取り組みをされてい
ることが伝わります。 

 

５ 総合評価 

本年度の教育スローガンは「夢実現・未来への挑戦 ～マナーを身につける～」とした。 

【学校経営】 

職員対象のアンケートでは、学校の組織力の向上、授業の充実、人権教育研修の充実と推

進、人権教育指導方法等の工夫と改善、情報発信の項目において、肯定的評価が上昇した。

 今年度も昨年と同様、新型コロナウイルス感染症拡大に伴い、例年と異なる形での行事や

取組が多くなる中、様々な場面でＩＣＴ機器の活用が進んだ。 

【学力向上】 

個々の学力差が大きいため、一人一人の学力に合わせた個別の学習指導を各担当が工夫し

ながら指導した。希望する生徒に対しては、玉定チャレンジ（始業前の個別指導）で進学対

策、資格取得を継続的に実施した。 

【キャリア教育の推進（進路指導）】 

学校評価アンケートの進路指導に関する項目は、保護者・生徒において評価が下降した。 

進路意識の高揚が図れなかった。進路指導部を中心とした計画的な取組が必要であり、併

せて生徒の進路希望に応じた適切な指導が必要である。 

【生徒指導】 

遠距離からの通学手段としてバイク・自動者通学を許可しているが、交通違反・交通事故

等はなかった。問題行動事案は、２件であった。指導を通して様々な先生方に話をしてもら

い、まだ不安定なところはあるものの全体的には落ち着いてきている。若駒祭（文化祭）は

新型コロナウイルス感染防止に留意しながら生徒会を中心に開催することができた。 

【人権教育の推進】【いじめの防止等】 

新型コロナウイルス感染症に起因する偏見や差別が生じないよう十分配慮しながら、適切

に指導することができた。いじめ問題の発生件数は１件であった。未然に防ぐことができな

かった。職員間で連携し、状況把握に努め、いじめの未然防止・早期発見に努めたい。 

【保護者・地域住民との連携】 

育友会及び同窓会と連携していただき、ＩＣＴ環境の整備や生徒激励のための行事等への

支援を実施していただいた。今年度も新型コロナウイルス感染症拡大が収まらない中、感染

防止を徹底して、山鹿灯籠師を招聘し、職業講話等を実施することができた。また、準備を

進めながらも、中止となる行事が多かったため、評価できない項目が数項目あったが、本校

の教育目標の達成に向け、各担当部署を中心に、学校評議員の御意見や学校評価アンケート

の結果などを参考にしながら積極的に取り組むことができた。次年度以降も、今年度までの

取組を継承しつつ、その効果について検証し、改善を図っていくことが必要である。 

 

６ 次年度への課題・改善方策 
 第１の課題は、「授業改善」である。一人一台端末整備に係る先行実践校となり、全職員で取
組んだ結果、「学校情報化優良校」の認定を受けた。今後は、ＩＣＴ機器を活用した授業の工夫
に積極的に取り組むことが重要であり、来年度もＩＣＴ担当を任命し、ＩＣＴを活用した「主体
的・対話的で深い学び」の実践に向けて授業改善を推し進めたい。 
第２の課題は、「特別な支援の必要な生徒への対応」である。ユニバーサルデザインの視点に

立った授業での配慮を全職員で実践していく必要がある。改善方策として、個別の支援計画・指
導計画を作成し、生徒理解研修等を通して、個々の生徒に対する職員の共通理解を深め、適切な
支援を行っていく。また、職員研修（特別支援学校からの講師招聘等）を実施して職員の特別支
援教育への理解を深める。 
第３の課題は「進路目標の実現」である。１年次生から進路目標を明確に持たせ、その実現に

向けて、インターンシップ等の就労体験や玉定チャレンジ等への積極的な参加を促し、継続的な
進路指導を組織的に実践し、生徒の進路目標の実現に繋げていきたい。 



第４の課題は「保護者との連携、中学校との連携」である。行事等に関する生徒及び保護者へ
の連絡は、書面だけでなく担任からの電話連絡も行っている。また出欠状況についても、担任
が保護者と電話連絡を取っており、生徒の学校での様子を保護者に伝えている。しかし、生徒
と保護者との関係が良好でない場合は、生徒の出席状況等の改善に繋がらないことも多い。改
善方策として、家庭訪問や三者面談等を積極的に計画したい。併せて、学校関係者評価でご指
摘のあった「保護者会の出欠が低い」ことの対応策を早急に検討したい。また、中学校との連
携を更に充実させ、積極的に中学校への情報発信し、更に本校定時制教育への理解を深めてい
きたい。 

 


